
［成果情報名］DVI（発育指数）から判断するハウス栽培ナシ「幸水」の加温開始適期

ハウス栽培のニホンナシ「幸水」は、DVI（発育指数）が1.6以降に達する1月下旬［ ］要約

頃以降が加温開始の適期である。
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［背景・ねらい］

ニホンナシ「幸水」の加温ハウス栽培では、近年の販売単価の低迷、燃料等資材の高

騰に対応し、収穫期を遅らせず燃料費を抑え、しかも品質の高い果実を生産するため加

温開始期の判断が重要となっている。そこで、杉浦ら（1997）が作成した「幸水」の発

育速度モデルよるDVIに基づいて加温開始時期を変え、開花におよぼす影響を調査し、

加温開始適期を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１ 「幸水」の加温開始から満開までの日数は、DVIが大きくなるほど早くなる（表１ 。． ）

２．加温開始がDVI1.6より早いと開花が不揃いになり、その後の果実生育や収穫期の揃い

も悪くなることが予想されるため、加温開始適期はDVI1.6以降と考えられる（図１，

２ 。）

３．三重県津市においてDVIが1.6に達する平年日は、過去10年のアメダスデータから計算

した場合、１月下旬（１月28日）である（表２ 。この時期以降の加温開始が、開花）

期が揃い生理的に安定していると考えられる。

［成果の活用・留意点］

１．DVIは、地域や年ごとの気象経過により前後するので、正確に把握するために各産地

で、年ごとに算出する。






